
 
 

別添 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研究成果の刊行に関する一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

                                                                                               
別紙４                                                                                         
                                                                                               

研究成果の刊行に関する一覧表レイアウト（参考） 
                                                                                               
       書籍                                                                                     
 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 

 編集者名 
 書 籍 名 出版社名  出 版

地 
出版年  ページ 

川上民裕 
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WHAT'S NEW i
n 皮膚科学2020-
2021 

メディカル
レビュー 東京 2020 158-159 

坪井直毅 
急速進行性腎炎
症候群（ANCA関連
腎炎を含む） 

福井次矢、高
木誠、小室一
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今日の治療指針 医学書院 東京 2020 614-616 

樋口 智昭 抗糸球体基底膜
抗体病 

東京女子医科
大学膠原病リ
ウマチセンタ
ー 

Evidence Based 
Medicineを活か
す膠原病リウマチ
診療 

株式会社メ
ジカルビュ
ー社 

東京 2020 516-520 

中岡良和 高安動脈炎 
伊藤浩、 

坂田泰史 
臨床循環器病学 文光堂 東京 2021 294-298 

渡部芳子 
バージャー病，レ
イノー現象. 第
5章A末梢動脈疾
患 

伊藤浩、 

坂田泰史 
臨床循環器病学 文光堂 東京 2021 314-316 

田村直人 リウマトイド血
管炎(RV) 針谷正祥 

抗リン脂質抗体症
候群・好酸球性多
発血管炎性肉芽腫
症・結節性多発動
脈炎・リウマトイ
ド血管炎の治療の
手引き2020 

診断と治療
社 東京 2021 63-70 

川上民裕 下肢に潰瘍をみ
たら 林伸和 

むかしの頭で診て
いませんか？皮膚
診療をスッキリま

 

南江堂 東京 2020 27-33 

伊藤秀一 
鑑別のポイント 
感染症ならびに
リウマチ性疾患 

日本川崎病学
会 

川崎病診断の手引
きガイドブック2
020 

診断と治療
社 東京 2020 28-31 

杉山 斉 急速進行性糸球
体腎炎 

山縣邦弘、南
学正臣 編集 

腎疾患・透析 最新
の治療 2020-202
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南江堂 東京 2020年 116-119 

杉原毅彦 
巨細胞動脈炎. 
高安動脈炎. Evi
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icineを活かす 
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診療第4版, 
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メディック
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中岡良和 
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伊藤浩、坂田
泰史 臨床循環器病学 文光堂 東京 2021 311-314 

坂東政司 好酸球性肺炎 
福井次矢、高
木誠、小室一
成 

今日の診断指針 
私はこう治療して
いる 

医学書院 東京 2020 319-320 

川上民裕 紫斑 
福井  次矢 ,  
高木  誠 ,  小
室 一成 

今日の治療指針2
021年版私はこう
治療している 

医学書院  東京 2021 1286-1288 

伊藤秀一 紫斑病性腎炎 山縣邦弘、南
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腎疾患・透析 最新
の治療 南江堂 東京 2020 128-131 

駒形嘉紀 大型血管炎 
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竹内勤 

日本医師会雑誌 
『免疫・炎症疾患
のすべて』  

日本医師会 東京 2020 S190-193 

吉藤 元 
大型血管炎（高安
動脈炎・巨細胞性
動脈炎） 

福井次矢・高
木誠 ・小室一
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今日の治療指針
（2021） 医学書院 東京 2021 pp898-9 
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第8版 医学書院 東京 2020 963-965 
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特発性肺線維症
の国際ガイドラ
イン 

藤田次郎、喜
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マニュアル改訂第
3版 

南江堂 東京 2020 24-31 

石津明洋 薬剤関連抗好中
球細胞質抗体 

監修 竹内 
勤 
編集 渥美達
也/岡田浩一/
金子祐子/熊
ノ郷 淳黒川
峰夫/藤尾圭
志 

生涯教育シリーズ
99 
日本医師会雑誌 
第149巻・特別号
(2) 
免疫・炎症疾患の
すべて 

日本医師会 東京 2020 S347-S349 

針谷正祥 7 ANCA関連血管
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森脇 孝 
小室 一成 
宮地 良樹 

診療ガイドライン
 2022 ＵＰ-Ｔ
Ｏ-ＤＡＴＥ 

株式会社 
メディカル
レビュー株
式会社 

東京 2022 P.677～684 
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における肺疾患 

門田淳一，弦
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呼吸器疾患最新の
治療2021-2022 南江堂 東京 2021 322-325 

坂東政司 膠原病と間質性
肺疾患 藤本学 

皮膚科ベストセレ
クション 皮膚科
 膠原病 皮疹から
全身を診る 

中山書店 東京 2021 14-20 

坂東政司 ANCA関連血管炎
における肺疾患 

門田淳一，弦
間昭彦，西岡
安彦 

呼吸器疾患最新の
治療2021-2022 南江堂 東京 2021 322-325 

坂東政司 膠原病と間質性
肺疾患 藤本学 

皮膚科ベストセレ
クション 皮膚科
 膠原病 皮疹から
全身を診る 

中山書店 東京 2021 14-20 

川上民裕 
IgA血管炎(Henoc
h-Schonle in紫
斑） 

高橋健造、佐
伯秀久 

皮膚疾患最新の治
療2021-2022 (株)南江堂 東京 2021 78-79 

川上民裕 

エリテマトーデ
スにおけるエリ
テマトーデスに
おける血管炎  
蕁麻疹様血管炎
も含めて 

藤本学 皮膚科膠原病 皮
疹から全身を診る 中山書店 東京 2021 113-116 

川上民裕 顕微鏡的多発血
管炎 

佐藤伸一、藤
本学、門野岳
史、椛島健治 

今日の皮膚疾患治
療指針 医学書院 東京 2022 531-534 

川上民裕 好酸球性多発血
管炎性肉芽腫症 

佐藤伸一、藤
本学、門野岳
史、椛島健治 

今日の皮膚疾患治
療指針 医学書院 東京 2022 534-536 
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多発血管炎性肉
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肉芽腫症） 

佐藤伸一、藤
本学、門野岳
史、椛島健治 

今日の皮膚疾患治
療指針 医学書院 東京 2022 536-538 



 
 

高橋 啓 
川崎病冠動脈の
病理（急性期・遠
隔期） 

日本川崎病学
会 川崎病学 診断と治療

者 東京 2021 40－44 

中岡 良和 
大動脈疾患（大動
脈瘤、大動脈解
離、高安動脈炎） 

矢崎義雄、小
室一成・総編
集 

内科学（第12版） 朝倉書店 東京 2022 II-254-261 

中岡 良和 高安動脈炎 日本食品免疫
学会・編集 食品免疫学事典 朝倉書店 東京 2021 190-191 

杉原 毅彦 
巨細胞性動脈炎(I
SBN 978-4-524-
22785-3) 

園生 雅弘 脳神経疾患最新の
治療2021－2023 南江堂 東京 2021   

吉藤 元 
大型血管炎（高安
動脈炎・巨細胞性
動脈炎） 

 福井 次矢，
高木 誠，小室
 一成 

今日の治療指針
（2021）  医学書院 東京 , 2021 pp898-9 

長坂憲治 
ANCA関連血管炎
に対する生物学
的製剤療法（リツ
キシマブ） 

内科系学会社
会保険連合 標準的医療説明 医学書院 東京 2021 230 

坪井直毅 
Chapter3 腎難病
 3)抗糸球体基低
膜腎炎 

臼井丈一、斎
藤知栄 腎臓病診療Q&A 東京医学社 東京 2021 202-204 

樋口智昭 ,  
川口鎮司 

顕微鏡的多発血
管炎に伴う肺血
管炎 

瓦谷秀治 日本臨牀 呼吸器
症候群（第3版） 日本臨牀社 東京 2021年 408-412 

川上民裕 ベーチェット病 葉山惟大 Monthly Book D
erma.  

全日本病院
出版会 東京 2022 53-60 

川上民裕 
自己炎症性疾患
としての壊疽性
膿皮症 

佐藤伸一 皮膚科 科学評論社 東京 2022 660-667 

川上民裕 
 結節性多発動
脈炎・皮膚動脈炎
（皮膚型結節性
多発動脈炎） 

大槻マミ太郎 Visual Dermatol
ogy 

学研メディ
カル秀潤社 東京 2023 162-164 

川上民裕 血管炎とウイル
ス感染症 佐藤伸一 皮膚科 科学評論社 東京 2023 274-281 

川上民裕 紫斑を生じる皮
膚疾患 常深祐一郎 皮膚疾患診療実践

ガイド第3版 文光堂 東京 2022 16-18 



 
 

川上民裕 リベドを生じる
皮膚疾患 常深祐一郎 皮膚疾患診療実践

ガイド第3版 文光堂 東京 2022 33-34 

川上民裕 IgA血管炎 常深祐一郎 皮膚疾患診療実践
ガイド第3版 文光堂 東京 2022 367-371 

川上民裕 慢性（特発性）色
素性紫斑  常深祐一郎 皮膚疾患診療実践

ガイド第3版 文光堂 東京 2022 367-368 

川上民裕 血管炎 神人正寿 皮膚科診療秘伝の
書 南江堂 東京 2022 49-55 

川上民裕 結節性多発動脈
炎 高橋健造 皮膚疾患最新の治

療2023-2024   東京 2023 91 

川上民裕 ベーチェット病
皮膚病変 岳野光洋 

現場がエキスパー
トに聞きたいベー
チェット病 

日本医事新
報社 東京 2023 16-22 

宮崎龍彦 

組織の取り扱い
と固定方法の基
礎 － 生命現象
をミクロのレベ
ルで可視化して
捉える大切な入
口 －. 

日本組織細胞
化学会 

組織細胞化学202
2 学際企画 東京 2022 21-39 

中岡 良和 
大動脈疾患（大動
脈瘤、大動脈解
離、高安動脈炎） 

矢崎義男・小
室一成 内科学（第12版） 朝倉書店 東京 2022年 II-254-261 

中岡 良和 高安動脈炎 伊藤浩・山下
武志 

循環器疾患最新の
治療2022-2023 南江堂 東京 2022年 301-304 

中岡 良和 生物学的製剤（IL
-6阻害薬） 

日本リウマチ
財団/日本リ
ウマチ学会 
教育研修委員
会 

リウマチ病学テキ
スト 南江堂 東京 2022年 542-544 

中岡 良和 肺高血圧症 伊東史子・福
原茂朋 

血管・リンパ管の
機能制御と疾患メ
カニズム 

化学同人 京都 2022年 177-187 

内田治仁 高安動脈炎 柏原直樹 腎臓症候群（第3
版）III 日本臨床社   2022 248-253 



 
 

廣村桂樹 
好酸球性多発血
管炎性肉芽腫症
(Churg-Strauss 
症候群) 

柏原直樹 別冊日本臨牀 腎
臓症候群（第3版） 日本臨牀社 東京 2022 176-182 

坂入 徹、
廣村桂樹 

血管炎に伴う腎
障害 柏原直樹 別冊日本臨牀 腎

臓症候群（第3版） 日本臨牀社 東京 2022 206-211 
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